
ハリタ金属株式会社

再生可能エネルギーと
Circular Economyで実現する

カーボンニュートラル戦略



カーボンニュートラル
トランジション戦略と実行のガバナンス体制



ハリタ金属株式会社のカーボンニュートラル トランジション戦略

3,244 2,941 
2,500 

6,913 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

4,555 

3,972 

2,957 

2,000 

6,913 

5,457 

4,000 

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2018年 2020年 2025年 事業成長 省エネ削減 再エネ導入 非化石証明 2030年 2050年

Scope1 Scope2 排出目標 実排出量
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事業成長により2030年ま
で毎年2022年比5％排
出量増加を見込む。

省エネ継続

原単位の改善1％以上

省エネ運用の実施

LED照明
省エネ機器導入

設備更新によるエネルギー

の合理化
電動機の高効率化 ZEB、ZEF

化石燃料の使用量削減 EV化、合成燃料 水素アシスト技術 水素・アンモニア燃料

再生可能エネルギーの導入 PPA導入 次世代PVの導入 風車・水力発電導入

Scope1
＋

Scope2
のプロセス

2030年に向けた技術導入

吸収、除去量（中和）注；2018年は4月～3月。それ以外は会計年度

2050年に向けた技術変革

改善の継続
除去・吸収
技術へ移行

SBTi 認定
2020年排出基準



トランジション戦略実行
のガバナンス体制 取締役会

リサイクル事業部 輸送統括グループ 営業企画グループ 総務チーム

事業戦略本部

中期経営計画に落とし込んで実行する組織

経営上の戦略、
計画の承認

取締役会のサポート
や企画立案



当社の考えるカーボンニュートラルは、
Scope3のGHG排出最小化モデル。



当社の考えるカーボンニュートラルは、Scope3のGHG排出最小化モデル。
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 処理後残渣

 Scope1（燃料）
 Scope2（電力）

当社サプライチェーンGHG排出量

自社のGHG排出量削減の取組みを、連鎖的にステークホルダーのScope3排出削減に繋げる。
その結果、サプライヤーのビジネスチャンスの拡大にもつながる。

 Scope3（下流）
 Scope3（上流）
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Scope3（=サプライチェーン）ＧＨＧ排出 最小化モデルの考え方
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再生原料を製造プロセスに、直接原料
として戻すリサイクルの実現。

➡ 材料調達、物流のGHG削減
➡ 製造時のエネルギー消費減

 取引先のGHG排出削減に貢献  納入先のGHG排出削減に貢献

➡

再生材は元々、バージン材に比べ製
錬エネルギー、GHG排出が「小」

➡

使用済み製品

エネルギー

原料
物流
資本

➡

➡

再生材使用による
省エネ効果。
低炭素型再生材
による効果。

（納入先）
素材
メーカー

低炭素再生材
製鋼原料
非鉄インゴット
再生プラスチック

➡

当社のGHG削減分

 リサイクラーのGHG排出削減

各種再生資源

（仕入先）
製品メーカー
行政・店舗
消費者

取引先GHG削減の創出

当社の考えるカーボンニュートラルは、Scope3のGHG排出最小化モデル。



Circular Economyで実現するカーボン
ニュートラルの経営戦略



３R・資源循環 ⇨ 循環経済
廃棄物処理の適正化視点 新しい循環価値創造による

持続可能な経済

Circular Economy

⇩
カーボンニュートラル



CN ⇒ CE
Carbon Neutral Circular Economy

出典 経済産業省 循環経済ビジョン 報告書

サーキュラー・エコノミー（Circular Economy）
は脱炭素の強力な手段となる。



私たちのPMV＋中期戦略

2022/３/9
ハリタ金属 代表取締役 張田 真

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援・実行します。



カーボンニュートラルを達成する
Circular Economyの戦略的事例

●新幹線アルミ水平リサイクル
●ASR（自動車破砕残渣）プラリサイクル
●低炭素コースター リサイクルと伝統産業の「新結合」



廃棄新幹線

アルミを破砕選別する世界初の技術により
製造時のCO2排出量の削減の事例

再生アルミを使用する技術



CO2⇩

アルミニウム高度水平リサイクルフローにより
製造時のCO2が削減可能に。



ASR
“Automobile Shredder Residue”
自動車破砕残渣 プラスチックリサイクル原料 RPF（固形燃料）

処理困難廃棄物 有益資源に転換

ASRのプラスチック再資源化による
自動車リサイクルの課題解決



ASRの自動車プラスチックリサイクル工程の説明を受ける岸田首相

出典：経済産業省 産業技術環境局 「成長志向型の資源自律経済戦略の概要」



低炭素コースター
リサイクルと伝統産業の
「新結合」

原材料
100％エアコンリサイクル銅





サプライチェーン・カーボンニュートラル
ハリタ金属は

先行・先攻し未来を待ち伏せ！
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